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鶏生殖細胞の操作は家禽育種、遺伝資源保全、等に有用であろうと思われる。このため、

生殖細胞キメラの活用が期待される。キメラ作成に用いるドナー細胞として、胚盤葉由来の

幹細胞、初期胚循環血中の始原生殖細胞（PGC）が頻用されている。我々はこれまでに、幹

細胞を用いた 4品種間生殖細胞キメラを作出した。この 4品種間キメラを親鶏として、ドナ

ー由来の 3品種の後代雛の作出にも成功した。 

一般に、鶏 PGCは初期胚循環血を採取し、ナイコデンツ、等と混濁・遠心分離して精製さ

れる。これにより、本研究室においても横斑プリマスロック、ロードアイランドレッド、ア

ロウカナ、烏骨鶏、白色レグホン、等の後代雛を生産した。血中から PGC を遠心分離する方

法では、血液細胞中の僅かな PGC を採取する。我々は、初期胚循環血を ACK 溶液と混合し、

血球細胞を破壊し迅速・簡便に PGCを採取する方法を新規に開発した。この PGCをドナーと

してレシピエントに移植し、効率的な生殖細胞キメラの作出に成功した。 

 雌幹細胞を雄レシピエントへ、また、雄幹細胞を雌レシピエントへ、異性移植し異性配偶

子に発生分化させ得ることを世界に先駆けて確認した。異性キメラの後代検定の結果から、

雌幹細胞から授精能を持つ精子へ、雄幹細胞から授精能を持つ卵子へと、分化誘導し得るこ

とも論証した。鶏の雌雄産み分けが欧米を中心に世界的に重要視されている。生殖細胞キメ

ラ作成におけるドナー細胞の性転換・授精による性選択的後代生産や、初期胚での性判別に

よる性選択的雛生産、等の開拓によって、将来的な雌雄産み分けの実現が期待される。 

 鶏肉や鶏卵、等の家禽食品の需要が世界的に増加している。これらの需要に対して、個体

飼育を基軸とした家禽産業の持続的な発展が今後も期待される。一方で、農業従事者の高齢

化、インフルエンザ等の感染症罹患、環境汚染、飼料価格高騰、動物福祉啓蒙、等が指摘さ

れている。こうした諸問題に対し、従来の個体飼育による家禽生産に加え、培養鶏肉作出、

等に関する研究が世界各地で精力的に実施されている。 

 既に確立された家禽生産技術に加え、様々な叡智を結集した家禽産業の一層の発展が期待

される。 
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